
 

 

 

２０１６年９月２８日 

東 武鉄道株式会社 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）と台湾鉄路管理局（本社：台湾台北市、以下 台鉄）では、２０１５年１２

月１８日に友好鉄道協定を締結し、両者の特急車両への共通デザイン記念エンブレムの掲出、当社の特急   

「りょうもう」号（１編成）の台鉄自強号「普悠瑪
ぷ ゆ ま

」デザインへの変更、相互乗車券交流サービスを実施してき

ましたが、２０１６年１０月３日（月）より、台湾において台鉄自強号１編成が当社の金色の「日光詣スペーシ

ア」デザインにラッピングされ、運行開始されます。 

これは、日台における観光交流人口の増加を図るための当社と台鉄との連携施策第３弾であり、台鉄の特急列

車にあたる自強号に、日光の社寺をイメージした金色等のカラーリングが特徴的な当社の「日光詣スペーシア」

の車両デザインを施すものです。お客さまにご好評をいただいている当社の「日光詣スペーシア」がデザインさ

れた車両を台湾で運行させ、日本の皆様にも親しみをもっていただくことで、日本から台湾への誘客を図ること

を目的として実施します。 

また、自強号のラッピングデザイン変更にあわせ、共通デザインの記念エンブレムを、台鉄自強号 日光詣  

スペーシアデザイン車両および当社の「日光詣スペーシア」に掲出します。 

なお、１０月３日（月）には自強号のラッピングデザイン変更を記念し、共通デザインの記念エンブレムを掲

出した列車で、台鉄 南港駅および東武鉄道 浅草駅にて、ほぼ同時刻に出発式を実施します。 

今後も当社では、両者沿線のみならず、日台間の交流人口増加を図るため、引き続き各種連携施策を行ってい

きます。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

 

 

台湾鉄路管理局の自強号（１編成）が、 

金色の「日光詣スペーシア」デザインに変更されます！ 
～共通デザインの記念エンブレムも掲出します～ 

台湾鉄路管理局との連携施策 第３弾！ 

△台鉄自強号 ラッピングデザイン変更イメージ △東武鉄道 「日光詣スペーシア」 



 

＜別 紙＞ 

台鉄自強号 ラッピングデザイン変更の概要等について 
 

１ 台鉄自強号ラッピングデザイン変更について 

（１）編  成 Ｅ１０００型機関車＋１２両の客車＋Ｅ１０００型機関車 １編成(１４両) 

（２）再現方法 ラッピング 

（３）運行期間 ２０１６年１０月３日（月）より約６か月 

（４）運行区間 台鉄 潮州～台南～台中～台北～花蓮～台東間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 記念エンブレムの掲出について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）掲出箇所 先頭車両左右２か所、計４か所 

（２）掲 出 日 ２０１６年１０月３日（月）より 

（３）掲出車両 日本…日光詣スペーシア １編成（１０３編成） 

        台湾…自強号 日光詣スペーシアデザイン １編成 

 

３ 日本と台湾で行う同時出発式について ※都合により、一部変更になる場合があります。 

  共通デザインの記念エンブレムを掲出した列車で、日本と台湾でほぼ同時刻に出発式を実施します。 

（１）日   時  

   日本…２０１６年１０月３日（月）１１：１０～１１：３５ 

    台湾…       〃       ９：３１～１０：２１頃（現地時間） 

     ※日本と台湾の時差は１時間です。台湾は日本より１時間遅れます。 

（２）列   車  

   日本…東武鉄道 特急スペーシア「きぬ１１３号」   浅草駅      １１：３０発 

   台湾…台  鉄 自強号 日光詣スペーシアデザイン 南港（なんこう）駅１０：２１発（現地時間） 

（３）場   所 

   日本…東武スカイツリーライン 浅草駅ホーム（東京都台東区） 

台湾…台鉄（縦貫線）     南港駅ホーム（台湾台北市）※台北駅より瑞芳駅方面へ２駅 

（４）出 席 者 

日本…東武鉄道 営業部スカイツリーライン営業支社長、浅草駅長、ステーションコンシェルジュ 

台湾…東武鉄道 取締役社長  根津
ね づ

 嘉
よし

澄
ずみ

 

台  鉄 局長代理  鹿
しか

  潔
せい

身
み

  ほか 

 以 上 

△ 記念エンブレム（イメージ） 

△台鉄自強号 ラッピングデザイン変更イメージ（側面） △台鉄自強号 ラッピングデザイン変更イメージ 

台鉄自強号が「日光詣スペーシア」と同様のラッピングデザインに

変更されることを記念して、それぞれの車両に共通デザインの記念エ

ンブレムを掲出します。 

 本エンブレムのデザインは、台鉄との連携施策第１弾、第２弾にて

実施した特急スペーシアおよび特急「りょうもう」号と自強号「普悠

瑪」でのエンブレム掲出において使用したデザインを基本とし、一体

感を創出しています。 



 

＜参 考１＞ 

東武鉄道と台鉄との友好鉄道協定、連携施策等について 
 

１ 友好鉄道協定等について 

２０１５年１２月１８日（金）、台鉄 台北駅にて、今後相互に交流を深め、友好関係を築くとともに、

各々の誘客および諸サービスの交流を図ることを目的に友好鉄道協定を締結しました。また、締結を記念

し、同日に共通デザインの記念エンブレムを掲出した列車で、日本と台湾でほぼ同時刻に出発式を実施し

ました。 

（１）共通デザインのエンブレム掲出列車 

 日本…東武鉄道 特急「スペーシア」※車両側面に４か所掲出 

  台湾…台  鉄 自強号「普悠瑪」 ※車両側面に４か所掲出 

（２）掲出期間 

  ２０１５年１２月１８日（金）～２０１６年１２月３１日（土） 
 

２ 連携施策（第１弾）等について 

（１）台北駅構内に東武鉄道ＰＲコーナーを設置 

  東武鉄道沿線の四季を映像等で紹介しています。 

（２）「東武鉄道・台湾鉄路友好鉄道協定締結記念乗車券」の発売 

  ２０１５年１２月１８日（金）より両者共通のデザインの台紙を使用する記念乗車券を同時発売しま

した。 

（３）相互乗車券交流サービスについて 

  ２０１５年１２月１９日（土）から２０１６年１２月１８日（日）の間、当社の指定企画乗車券また

は台鉄の指定乗車券をご購入いただいたお客様が、その乗車券（乗車券袋）を両者の指定駅にお持ちい

ただくと、両者の沿線観光におすすめの乗車券等のサービスが受けられます。 
 

２ 連携施策（第２弾）等について 

（１）特急「りょうもう」号の台鉄自強号「普悠瑪」デザイン車両の運行 

  ２０１６年６月１７日（金）より足利市（栃木県）、館林・太田・赤城（群馬県）方面への特急であ

る「りょうもう」号に台鉄の車両デザインを施し、台湾の皆様にも親しみを持っていただくことで、台

湾から同方面への誘客を図ることを目的とし、台鉄自強号「普悠瑪」デザイン車両を運行しています。 

（２）「東武鉄道×台湾鉄路管理局友好協定締結記念 りょうもう号記念乗車券」の発売 

  ２０１６年６月１７日（金）より特急「りょうもう」号の台鉄自強号「普悠瑪」デザイン車両の運行

開始を記念した乗車券を発売しました。 

（３）相互乗車券交流サービスの拡大について 

  ２０１５年１２月１９日（土）から開始している上記の相互乗車券交流サービスについて、２０１６

年６月１７日（金）からは台湾のお客さま向けにこれまでプレゼント・割引販売していたサービス対象

企画乗車券を２種類から３種類に拡大しました。 
 

＜参 考２＞ 

日光詣スペーシアについて 
 

２０１５年４月１８日（土）より日光二社一寺と連携して浅草・東京スカイツリータウン®から日光へ

と誘客を図り、交流人口の増加を図るとともに沿線活性化を目的に運行しています。特急スペーシアの外

観カラー・窓枠帯・ラインカラーに日光二社一寺の建造物に使用されている荘厳な金色、重厚な黒色およ

び艶やかな朱色を配し、世界遺産である日光二社一寺の色鮮やかな代表建造物をイメージしています。 
 

＜参 考３＞ 

台湾鉄路管理局について 
 

台湾鉄路管理局は、日本の国土交通省に相当する交通部に属しており、一般鉄道（在来線）を管理運営

しています。台北・高雄の都市部を走るＭＲＴ（地下鉄）、台湾高速鉄路（台湾新幹線）は別組織が運営

しています。 
 

・営業キロ：１，０６４．５km             ・駅   数：２２６駅 

・利用者数：６３６，２１０ 人／日（２０１５年実績）  ・全従業員数：１３，５５７名 

以 上 

△台湾での出発式の様子 


